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 論文内容の要旨

 長年にわたって収集した長崎造船所の会計史料について、『研究年報経済学』("こ北大学)第44巻

 第2号(1982年10月)から第57巷第4号(].995年].2月)に「資料明治・大正期の三菱造船所の原価

 計算に関する研究(!)～(43)」として発表してきた。木論文の内容は、これらの「資料」をリトル

 トン(Littleton,A.C.)著AccountillgEvolutiollto1900,NewYork,1933で「原佃i凝着」

 の概念によって展開された財務諸表作成のための原イilli計算生lj文の3段階モデル(「商業簿記」段階

 →「工業簿記」段階→「原価計算」段階)に従って再構成し、長崎造船所の原価計算生成が大正7

 年(1918)であると特定した会計実務の史的研究である。

 第1章は、上記のリトルトンの3段階モデルに基づいて、長崎造船所の1リ」治].7年(創業)～大正10

 年の損益計算書と貸借対照表の勘定科1,1の推移を時系列的1こ考察し、以下のように(」.)～(4)の各

 段階を勘定科目によって特徴づけた。

 (1)「商業簿記」段階(明治17年～明治32年)一損益計算誹の借方に材料費・労矛芳費・経世の諸勘定、

 貸方に半成工箏(UnfillishedWork)勘定、貸借対照表の借方に典型的には同額の皇卜成工事勘

 定がそれぞれみられる。
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 別的な完成工事原価の算定を可能にした簿記機構の発展を考察した。「工業簿記」段階での簿記機

 構の発展は次のように・要約できる。

 (1)長崎造船所の帳簿組織は総勘定元帳(GelleralLedger)を分割し、素イ1"i元帳や完成工事元帳

 (FinishedWorksRegister)など補助元帳を設け、素IIIli元帳の素価の内訳は各オーダーのアイ

 テム別に予算技師が原価明細ll長(Pl・imeCostDetailBook)に記帳する。

 (2)素価元帳の上記の各欄への記帳は、勤怠の人工調書(作業幸1藁告)、倉庫の貯蔵品供糸合報告、新

 潮棋他脚,材料機械類の供網孝階、鋳物賜暇伽 包鋸πL賜の製品幸階、打'職場の作業報{葺

 とそれ以外の雑費は会計役場作成の報告によって口々行われるが、月末にM(〕11thlyJOurnal

 で一括してWorksollProgressa/clこ振り替えられる。

 1(3)素価元帳から完成工事元帳への転記は、工事完成時に予算技師によるその工事のオーダー番号
 とともに賃金・材料費・雑費とその合計の通知に基づいて、会計役が素価元帳を締め切り、オー

 ダー番号と金額を照合して行われ、月末にMolltlllyJourna1により一括してWorksoll

 Progressa/cからFinishedWorksa/cへ振り替えられる。

 (4)補助元帳としてShopProductionBookとSawMillCreditAccountBookが設けられ、鋳

 物場・鍍場・鉋鋸工場の3工場の製出11rは原イ1"iではなく、市llIliで素価元帳の材料費欄に振り替えら

 れる。この振替によって、製造間接》.呈の工場諸掛費が材料費として素価を構成するようになると

 ともに、」二記の3つの工場勘定では借方に原価、貸方に市価が記人され、独立の損益勘定として

 各工場の能率が測定される。

 第4章の「工業簿記」段階から「原イ111i計算」段階への過渡期は、リトルトンが3段階モデルで予

 定しなかった長崎造船所独自の原仙i計算生成1山程である。この独自性は下記の3,・,1〔に求められる。

 (1)大正元年度損益計算書の完成工小1作業肇量勘定では、素仙iど、剛卦費(製造間接費)が合算された

 が、貸借対照表の作業原費勘定と繰越削掛費勘定は、素価と割掛費の区別を表す。これらの素価

 と割掛費の合算と区別は、それぞれ削掛費の原価性の是認、と資産性の否認を意味する。

 (2)素価元帳に素価の賃金・材料費・雑費の各欄に加えてll翻il費(Charges)欄がil隻けられたが、

 各月末半成工事原価明細表のWorksin1)rogressa/cでは、素IIUiとIlll』掛費が別個に・集計され、

 完成工事元帳では、素価と割掛費の合ll蹄iがWorksillI)rog1・essa/cからFillishe〔lWorks

 Costa/cに振り替えられる。

 (3)素価元帳の賃金欄への記入は、「工業簿記」段階とは異なって、勤怠の作業報告から直接では

 なく、工事別人工仕訳帳から転記される。工事別人工什訳帳では、各工事アイテム毎の職名別賃

 金合計に賃金基準の予定配賦率を乗じて、削掛費配賦客質を計算し、賃金と削掛費の1.か月合計額

 を素価元帳の賃金欄と割掛費欄へ」1転記する。

 この「繰越割掛ゼ,量勘定」の新設を伴う過渡期は、従来損失とみなした製造間接費を貸借対照表の

 半成工事勘定に資産として計上する会計処理への長崎造船所の抵抗と解される。

 第5章は、明治30年に荘田二iF五郎が原1-li計算の導入に着手して以来20年以上の歳月を費やし、試

 行錯誤の結果、大正7年に到達した「原価計算」段階の原価算定で、以下の(1)～(3)に注1≡iした。

 経8
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 第2章では、「商業簿記」段階における原仙i算定を分析している。その際、損益計算書の貸方と

 貸借対照表の借方に半成工事勘定が表示される点に着目し、同時に財産日録ll辰を検証することによ

 り、この段階において、商業簿記の棚卸計算法を川いた原仙i算定が行われていることを指摘してい

 る。

 第3章では、素価に着目し「工業簿記」段階における原価算定を考察している。この段階では、

 損益計鈴書の借方に売」二原価と・して完成工事素価、製造間接費としての工場諸掛、一般諸掛費が記

 載され、同時に、貸借対照表の借方に素価のみからなる半成1.じ事勘定が記載されている点に着目し

 ている。豊島氏は、これらの事実から「工業簿記」段階における原価算定が素価元帳の賃金。材料

 費・雑費の各欄へ記入される直接費による素価計算であると結論づけている。

 第4章では、「工業簿記」段階から「原価計算」段階への過渡期における原価算定を考察してい

 る。この段階の特徴は、従来損益計算書の借プ∫に記載されていた完成『1二事案価勘定の代わりに製造

 間接費も配賦された完成工事作業勘定が新たに設けられ、一方、貸借対照表の借方では、仕掛品と

 して繰り越される素価による作業原費勘定と製造間接費の繰越削掛費勘定が新設されたという点に

 ある。これは、掛割費の原佃i性を認めるがこれを什掛品に含めないという意味で資産性を認めない

 という処理であり、豊島氏は、この点に着liし、この段階をリトルトンの三区分モデルでは示され

 ていない、長崎造船所独自の原価計算生成過程と結論づけている。

 第5章では、「原価計算」段階における原価算定を考察している。この段階の特徴は、貸借対照

 表の借方にあった作業原費勘定と繰越1,棚卦費勘定が半成工勘定へと統合された点にある。半成工勘

 定は、現在の原価計算でいうところの仕掛品勘定であり、この統合により、削掛費(製造間接費)

 が完成品と仕掛品に配賦され、仕掛品が素佃iのみならず製造間接費を含む形で評価されるようにな

 る。これは現在行われている原価計算と基本的に同じ計算構造を持つことを意味し、.豊島氏はこの

 段階で長崎造船所の原価計算段階が生成されたものと結論づけている。

 補章では、明治17年以前の史料を検証することにより、長崎造船所の前身である工部省長崎工作

 分局と長崎造船局における会計実筋が長崎造船所の原仙i計算生成過准～1に及ぼした影響を'考察してい

 る。

 本論文の特筆すべき。点と貢献は以下のようになる。

 第一は、豊島氏が本論文で用いた分析アプローチである。.豊島氏は、リトルトンによる三区分モ

 デルを基礎とする独自の三三段階モデルを分析のフレームワークとして川いている。過去の学説を分

 析視点として整理し、それに基づき原価計算生1茂プロセスが展開していたことを資料に基づき検証

 するというアプローチは、ある理論を検証する際、統計的な数量分析だけではなく、緻密な史料検

 証による分析が可能かつ有効であることを示している。特に、管理会計・原価計算の領域では個別

 企業に関する分析を行う機会が多いため、このようなアプローチの有効性が示されたことは、今後、

 この領域の研究者にとって大きな意味を持つ。

 第二は、本論文のオリジナリティである。ある特定企業を対象とする原価計算の生成に関する研

 究が日本または海外で行われたという例はほとんどなく、本論文は原価計算生成史に関するバイオ

 経lo



 ll甥

 。9ゑ諺鯨:?「樹号」ユつぞ(二占拠融)二r一剣皐1不要掌㌧つ畔〕Y1「隅⑦η"將

 。9qユ脅彊母」,19望潮1嚇(0し;一9q?(等痴彫二郷甥

 櫻冊剴≦klヨ)r獣獄1」?(ミ傷瓢を=1酬{等率1」)rユi獄、齪1・1]1〉r」α)薫r山9003rl不瞭ヒ立つ?▽

 ヨ爆(o妾。q翠黛!磁浬⑦訟》誰O禦ユω母悼弱聖別膏呼1⊃≠t客9魁ユ)≦纏率協⊃≠c#コ1冑ilbkMら蝶1剛

 晦曇{ク。爬耐⑦そ。コ≠∩短1{111柚1.9甲9皐立臼rll坐ユつ二～ルーム▽一4乙⊂o↓“ク母Ψ去…晴捌謝三「諏

 器。前袖コ1号督母撤夏9}爾1畢軍士9享湯鴻つヰコkア1笹蟹蔀。マし禦ユ昭M才q陣禦畔C・柔取如⑦

 妾卑ユニ]熟幻r厘諦三9qユつ録音生剥～求瀕㌧創ぎll瞬Ili等9享「育IIコ瑛1“1瞭舶II可㌔1㌧1賑コ≠9?1麺母彫こ協率畔

 笹蟹冨。9聖ユきγ9q二～9qユt匹見婁皐ρ壽!ρ制sl醸猿一斑惣¥脅ll畔↓倖ぐク9和9にD≦鰺ンk㌧皐1三蠣

 。9著Qネ百駈騨4`千6rレに二≠{1婁畜1諺⊃≠つi理鰍筆・!sk譲⊃堰韮秘し畔蛾1!彫畔箏牙罵汗㌧α禦訟ぞ

 ⊃コ≠G畔導qユヰ皐宵甚降訟壁遜…レ(0/て・図八目1半lt≧コ。9qユ∩留宵母刪削醇ら1、1「ll国ゴ⊃1謝K囲lll綱

 蔦擢型勝脅?理鰯蒙工1ユq鉢コ1添鰹率ヤ≠畢判蟹謝棉。9皐ユ畔二～⊃9和.卜只層以t少ユ∩二?%二曲耳印、1孟丁


